
先進各国の医療保障制度における 医薬品の価格設定の 現状 
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公的価格規制の 有 
無、 及び規制があ 
る場合の内容 

新薬の価格設定 

既存薬の価格 見直 
し 

価格規制無し ( 自由価格 ) 今原則として 直接の価格規 
制は無し 

十個々の企業毎に 許容され 
る利益率の上限規制があ 
り、 その範囲内で 企業が 
価格を自由設定 

  
以下の要因に 基づいて企 許容利益率の 範囲内で、 以 

案 が自由設定 下の要因に基づいて 企業 
①類似 薬 ・類似療法の 価格 が自由設定 

・費用 の 類似 薬 ・類似療法の 価格 
②類似 薬 ・類似療法との 有 ・費用 

月性・経済性比較 ②類似 薬 ・類似療法との 有 
③新薬自体の 原価・研究開 用性・経済性比較 
発費 等に基づく採算性 ③新薬自体の 原価・研究開 

発費等に基づく 採算性 

企業が任意に 改定 支 許容利益率の 範囲内で 

企業が任意に 改定 
今原則 5 年毎に薬価見直し 

申 特許期間内の 新薬につ 
いては、 原則として価格規 
制無し ( 自由価格 ) 

蚕 特許が満了して 後発 品が 
出れば、 参照価格 ( 償還 
限度額 ) が設定されるが、 
販売価格は企業の 自由 設 
定 

以下の要因に 基づいて企 
業が自由設定 
の類似 薬 ・類似療法の 価格 

・費用 

②類似 薬 ・類似療法との 有 
用性・経済性比較 

③新薬自体の 原価・研究開 

発費等に基づく 採算性 

李 販売価格は企業が 任意 
に改定 

今参照価格 ( 償還限度額 ) 
は、 グループ内の 品目の 
販売価格に基づいて 年 Ⅰ 

国見直し 

フランス 

今原則として 全て公定。 
新薬の一部にのみ 企業 
からの届出価格が 認めら 
れる 

奄 既存 薬 の一部に参照価 
格 ( 償還限度額 ) を設定 

支 革新的と認められた 新薬 
については、 企業から価 
格を届出 ( 薬価届出判 ) 

脊 それ以外の新薬につい 
ては、 類似薬の薬価、 新 
薬の原価、 販売予測、 医 
療上の有用性、 外国価格 
等に基づき、 政府の委員 
会と企業が交渉して 決定 

新薬は、 発売 5 年後に必要 
に応じて薬価見直し 

目薬 連 ・薬価 研 調べ 



欧米における フ             フライスの実態について 

今般，目薬適薬価 研 ・常任運営委員会社 27 社において，欧米で 販売している 医薬品で ， 

ブ ラ・ソトプライスになっているものにつき、 その実態に関する 調査を行った。 
しかしながら ，このような 価格設定を行 う 目的 は、 特に自由に価格を 設定できる国の 製薬 

企業においてまさしく 企業秘密に該当するため、 会社名や品目名を 特定した調査は 行い得 

なかった。 
従って 、 個々のケースが 明らかでなく 一般論的ではあ るものの、 調査結果の概要を 以下 

に 報告する。 

千 Ⅰ フラットフライスを 採用する目的 

調査結果より ，いずれの企業も ，当該品目から 得られる利益を 最大化するための 戦 

略 としてフ ラノ トフライスを 採用しており ，更にその具体的な 動機としては 以下の二つの 

ケースに集約される 模様。 
[ ケース 1] 大規格が汎用であ る場合に、 非汎用であ る小規格の価格を 大規格と同一に 

することによって、 小規格の採算性の 確保を図る。 
[ ケース 2] 大小の規格の 価格を同一にし ，大規格で割安感， 小 規格で割高感が 醸成さ 

れることにより ，効果が強い 大規格への処方誘引と 当該製品のシェアアップ 

を 図る。 

「 



2. フラットフライスの 吋坑 4 日 

調査結果より ，フラ 、 ソ トプライス戦略がなじみやすい 市場・制度的要因として ，以下の 

状況が各国に 存在する模様。 いずれの要因においても ，規格ごとに 価格に差を設ける 

必要性が乏しいという 結果がもたらされていると 考えられる。 

0 薬剤費が定額で 償還されるタイフの 民間医療保険が 広まっており ，その種の保険に 
おいては、 規格ごとに価格差があ っても償還される 額は同一になる。 

0 定額の薬剤患者負担が 設けられている 国があ り、 その国においては ，規格ごとに 価 

格差があ っても患者負担額は 同一になる。 

0 全面分業であ るため，薬局の 備蓄の関係から、 個々の患者に 適した規格が 常に投薬 

され得る状況にあ り、 大規格が必要な 場合に、 その備蓄がないために 小規格を複数 

投薬して，結果として 薬剤 料が 嵩むような事態は 生じない。 

②
 




